













Word Order in the Thao Language of Taiwan
NIIDA Sumino
Abstract
 This paper is the result of research on word order in the Thao language. Thao is the language of the 
native Thao people residing in Taiwan’s central region, a language which belongs to the Austronesian family of 
languages. 
 In 2001 the Thao people were officially recognized by the Taiwanese government as the ‘tenth aboriginal 
people’ of Taiwan. Their traditional language, with drastically few speakers, is one of the languages on the verge 
of extinction, the so-called ‘Endangered languages’. 
 However, the language spoken on a daily basis by younger generations is Taiwanese (Min-nan), or 
Chinese (Mandarin). Those who can speak the Thao language on a daily basis without difficulty are mostly over 
60 years old.
 I analyzed the word order of the Thao Language in 19 items by using legend storise and many 
investigation examples. I clarified all the word order in the Thao language for the first time.
１．はじめに













他動詞文において、主語 S は動作者あるいはその類を、目的語 O は動作の対象あるいはその類をさ
す語句であり、動詞 V は述語である。他動詞文の三つの成分である S、O、V の配列は、SOV、SVO、
VSO、VOS、OVS、OSV が考えられるのであるが、最も多いとされる語順は日本語、ラテン語などの
SOV 型で世界の言語の中で約半数を占めている。次に多いとされるのは、英語、中国語などの SVO
型で 30% 前後である。三番目は、ヘブライ語などの VSO 型である。残りの VOS 型、OVS 型、OSV
型の語順は、SOV 型、SVO 型、VSO 型に比べて少数である。世界の言語の中で多数を占める語順（SOV
型、SVO 型、VSO 型）の特徴は、主語が目的語に先行するということである。世界の言語の 80％以
上が SOV 型という語順のタイプか、SVO 型の語順のタイプに分かれることになる。柴谷（1981:50）





























来ることもある。台湾語、中国語、英語は SVO 型であるが、サオ語は、もともとは VSO 型であったが、
台湾語、中国語等の影響を受け、現在では SVO 型の発話も多くみられるようになったといわれている。
　Blust（2003:216）には、台湾語の影響を受けてしばしば SVO 型になるが、物語を語ったり、個人的な
会話のときに VSO 型も発話され、キラシ氏によればどちらも正しいが、VSO 型のほうがよりよい、と
ある。黄（2000:69-76）では、サオ語は、もともとは VSO 型であったが、現在では、SVO 型になったとし、
また、動作主体者やその動作を受けるものが明らかな場合は、語順は自由である、としている。つまり、
人称代名詞の主格や対格の場合（1）と、動作主体者が有情物（キラシ）でその動作を受けるものが非
情物（帽子）の場合（2）は、（1） ’（2） ’のように S と O をいれかえることもできるとしている。（本
稿で引用する用例のグロス、表記は一部筆者が修正している。また、日本語訳は筆者による。）






（2）kilash　  tamuhun-in 　　　mihu　　　wa      tamuhun （黄 2000:74）
　　キラシ　かぶる -PF　 　　2 単属　　連　　 帽子
　　キラシはあなたの帽子をかぶる。
（2） ’ mihu  　 wa      tamuhun  tamuhun-in 　 kilash（黄 2000:74）






中国語、英語のすべての言語では SV 型となるが、サオ語では、SV 型がいくぶん多いが、語順は比較的自
由だといえるだろう。時（夜中）（3）や場所（山）（4）を表す語が共起する場合 VS 型になる傾向がみられた。
（3）numa　tu　mintanafazfaz　sa　qali　 minpulhiz　 　sa　mashitantuqash.（C1705）
　　接　　助　夜中　　　　  助  日  　 目が覚める　 助   年長者
5 C170 は資料 C で、番号は掲載ページ
－62－
　　そして、夜中に年長者は目が覚めた。
（4）numa　sa 　puzi 　ya　 hudun  dawqraw-an 　　yamin　（C189）




台湾大学考古人類学専刊第一種 pp.169　B: 土田滋（1987）調査資料（未公表）　C:『台湾原住民史 -

















VSO SVO （S の省略）
VO












C 1995 Kilash（1923） 202 3 53 6
D 1995-1998 Kilash （1923） 105 1 32 5
計 364 5 90 28
資料
記号
調査年 被調査者（生まれ年） 資料用例数 VS SV









C 1995 Kilash（1923） 202 6 10
D 1995-1998 Kilash （1923） 105 3 6





サオ語では、次のように属格（所有格 - 所有者）と名詞（所有物）の間に、連結辞 6「a」がはいる。









（Mary’s house）と of を用いる場合（the house of Mary）がある。
④ 指示詞と名詞
サオ語では、指示詞は名詞の前に来て、連結辞によって結ばれる。
（8） huya    wa　 patashan
　　それ　連　 本　　　　　　その本





（10） tata  wa  qali
　　 一　 連　日       　　　　一日
（11） tusha  wa　 furaz
　　 二　　連　　月　　  　　二番目の月（二月）
主格 対格 属格（所有格）
一人称単数 yaku yakin nak
二人称単数 ihu ihu-n m-ihu
三人称単数 cicu cicu-n cicu
包括的（incl.）一人称複数 ita ita-n m-ita
除外的（excl.）一人称複数 yamin yamin yamin
二人称複数 maniun maniun maniun






（12） ma-ra’ in　　a 　ayuzi
　　 大きい - 状　連　男　　　　　大きな男
（13） ma-qitan        a 　qali
　　 よい - 状　　連　日　　　　　いい天気





（14）yaku　　 shi-tusi 　　　　 taipak　qusazin 　　　　  mani 　 cuini.
　　  1 単主　  行った -PST　　台北　  雨が降る -PF　　また　　今日
　　  私が昨日行った台北は今日も雨だ。
（15） yaku miarain　　 m-angqtu nak　　　a 　azazak 　i-tusiÅ　　  Taipak sh-m-upish patashan










（17） Zintun a wazakan  
　　 地名　連　海　　　　日月潭
⑨ 比較の表現
サオ語では、「形容詞 + 比較の印 ma/mas/mat ＋比較の基準」となり、英語と同じ語順となる。
（18） nak 　　a　 azazak     ma-rutaw 　ma   　yakin
　　 1 単属　連　子ども　高い　　　より　1 単対
　　わたしの子どもはわたしより背が高い。










（31） nak 　　    a 　　binanau’az 　antu　  la-ma-qitan
       １. 単 . 属　連　　女（娘）　 　NEG   形容詞の程度を表す接辞（とても）- 状 - きれい
　　 私の娘はあまりきれいではない。
（32） haya　　 antu 　　patashan
       これ 　　NEG      本
　　 これは本ではない。
（33）　zintun　　uka　    sa　　rusaw
　　   日月潭  　NEG 　 助　　魚
　　   日月潭には魚がいない。
⑱ 条件節と主節
日本語では、条件節は主節に先行するが、台湾語、中国語、英語は主節、条件節の語順は自由である。
ただし、サオ語では、S と V の間に挟まれる場合（34）（35）と、文頭に来る場合（36）がある。
（34） yaku 　   ya　　  qusaz-in 　　    ani 　（yaku） 　   a-musha
　　  1 単主　もし　　雨が降る -PF　NEG　1 単主　　行く - 非
　　 もし雨が降れば行かない。
（35） ihu 　　 ya　   utusi 　　　  Abish 　　　 a 　 taun　    panatusi Qariawan
　　 2 単主　 もし　そこへ行く　アビッシュ　連　家　　　行く　　埔里
　　 埔里に着いたらアビッシュの家に行ってください。
（36） ya 　 ma-shimzaw iza 　　  maka-bukay 　　iza 　　  sa 　bukay
　　 もし　寒い - 状　 すでに　花が咲く -AF　  すでに　助　花　
　　 寒くなれば花が咲く。
（37） yaku     ani  　    a-mun-tunuq 　　    ya  　   a-paqit.





（38） Ali 　 ya 　　  simaq　  a-mu-tusi 　　　　    Qariwan   fariw   aniamin.
　　 アリ　もし　　明日　　そこへ行く - 非 -AF　埔里　　買う　物
　　 アリは明日埔里へ買い物に行く。
（39） yaku 　 a-ma-kalawa-n    taun   pin-shiusu　　　　 sa    tuali.















番号 語順 サオ語 台湾語 中国語 日本語 英語
1 主語（シテ）、
目的語（ウケテ）、動詞
SVO、VSO SVO SVO SOV SVO
2 名詞と側置詞 前置詞＋名詞 ＋ 自由 － ＋
3 所有格と名詞
（所有者＋所有物）
所有者＋所有物 ＋ ＋ ＋ ＋
of
4 指示詞と名詞 指示詞＋名詞 ＋ ＋ ＋ ＋
5 数詞と名詞 数詞＋名詞 ＋ ＋ ＋ ＋
6 形容詞と名詞 形容詞＋名詞 ＋ ＋ ＋ ＋
7 関係節と名詞 自由 ＋ ＋ 関＋名 名＋関










10 本動詞と助動詞 助動詞＋本動詞 ＋ ＋ － ＋
11 副詞と動詞 自由 自由 自由 副詞＋動詞 自由
12 副詞と形容詞 副詞＋形容詞 ＋ ＋ ＋ ＋




無 ＋ ＋ ＋ －





＋ ＋ ＋ －
17 否定の印 動詞の前 ＋ ＋ 動詞語尾 動詞の直後
18 条件節と主節 自由 ＋ ＋ 条＋主 ＋











れでも、この形での調査で得られた用例にも、VSO 型の発話が見られるし、被調査者は SVO 型で
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